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謹んで新春をお祝い申し上げます。本年も皆様がご健勝でご多幸でありますよう、心からお祈り

申し上げます。

私、伊藤孝徳は、本年１月１日に粉川先生の後任として施設長に就任致しました。これまで私は

産婦人科医として妊婦さんと赤ちゃんが健やかでいられるよう努めてきましたが、これからは、な

んぐん館で入所者、利用者の皆様が快適にお過ごしいただけるよう心を砕いて参りたいと思いま

す。これまでのキャリアとは全く異なる分野となり、正直日々勉強の毎日です。至らぬ点も多いと

は思いますが、よろしくご指導ご鞭撻いただけますよう、お願い申し上げます。

さて、なんぐん館は今年で開設２１年目となりました。人で例えるなら“成人”し、社会の中で一

人前の責任を負って自立する年頃です。なんぐん館も同様に、地域社会の中で益々大きな責任を負

っていけるよう、１月より新たに「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」事業を開始いたします。

これは、地域の皆様に２４時間いつでも訪問介護、訪問看護を提供するもので、既存のサービスと

併せて、地域の見守りだけでは支えきれない方々のサポートをする体制を整えることができまし

た。この事業の立ち上げのためにご尽力いただきました関係諸氏に篤くお礼を申し上げますと共

に、地域の皆様のニーズに応えることができるような運営体制作りのため、引き続きご協力をお願

いしたいと思います。

入所者、利用者の皆様、そしてご家族の皆様。なんぐん館は皆様の為の施設です。上記の新しい

事業も、これまでの事業も、皆様にお役に立つためにまだまだ改善していくべき点が多いと思いま

す。何かご不満なこと、お困りなことがありましたら、いつでもお気軽になんぐん館スタッフにご

相談下さい。真摯に対応させていただきます。

これからも、地域の皆様に支えられ、期待される役割を担える施設になれるよう、スタッフ一同

研鑽努力して参ります。皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げ、就任の挨拶とさせていただ

きます。

今年も、南宇和地区防犯協会

様よりもち米を、愛南漁協魚類

養殖協議会様よりタイとブリを

頂きました。毎年、お餅とお刺

身にして美味しく頂いていま

す。有り難うございます。

事務所移転のお知らせ
南宇和郡医師会居宅介護支援事業所は、（旧）伊藤医院１階

に移転しました。今後とも、宜しくお願いいたします。
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新事業所開設のお知らせ
平成３１年１月１日より、「医師会定期巡回みなみうわ」の

新事業所を開設しました。

２４時間・３６５日、利用者様の安全な生活を常に見守る介

護・看護一体型のサービスを提供致します。

詳細は同封のパンフレットをご覧下さい。

１月 ７日（月）新年会

１月１８日（金）誕生会

２月 ３日（日）節分

２月１９日（火）誕生会

県立南宇和病院から、新人看護師さん４名が２日間の実習に来られました。

当館の在宅復帰やターミナルケア等の取り組みについて見学、同行訪問などしていただき

ました。実習生の感想をご紹介します。

「退所前訪問指導に同行したのは、以前、入院中に担当していた方で、病院から施設、

施設から在宅への流れを知ることができ、とても勉強になった。居宅のケアマネさん

とも情報を共有し、必要な支援やサービスの細かな調整も行っていることが分かった。」

利用者様の生活の質の向上を目指すため、お一人に対して在宅サービス、病院、施設等そ

れぞれの目的の違う支援者がその時々に関わります。時や場所、人の変化で支援が途切れる

ことがあってはなりません。「その人らしく生きる」支援を展開させるために私たちは、横

の繋がりを大切にしていこうと考えております。今回、県立南宇和病院の新人看護師研修

は、お互いの垣根を超えて繋がり、地域に、住民に、利用者の方に「愛南町で自分らしく生

きるために」を実現させたいという双方の思いが重なった結果だったと嬉しく思っていま

す。


